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教育研究支援部 生産技術室 勝河史典  
                                  
創造工房及び生産技術室では，9 月 12 日(月)～16 日(金)，20 日(火)～22 日(木)の 8 日間
7 テーマを掲げ，工学部教員，教育研究支援部の技術職員を対象とした第 6 回生産技術室
技術研修会を教育研究支援部と創造工学センターの共催で企画実施致しました．今回は，














       
2．日程  
場所：創造工房 
期日：平成 23 年 9 月 12 日(月)～16 日(金)，21 日(水)～22 日(木)の 7 日間 
時間：午前の部  9:00 ～ 12:00，午後の部  13:00 ～ 17:00 
                                   
3．研修内容(すべてのテーマ 1 日作業) 
3.1  A)普通旋盤による技能検定 3 級課題の製作 (担            




アイを行い 3 級課題の製作の研修を行う．  
 
3.2 B)フライス盤による技能検定 3 級課題の製作(担当：   
勝河技術職員)                       加工例 フライス 3 級課題 
工具の取り付け方法，加工物の取り付け方法，正面フライスでの直方体加工，又エン
ドミルによる側面加工や溝加工を行い 3 級課題の製作の研修を行う．  
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受講者は，教育研究支援部技術職員 7 名だった．(内，生産技術職員 2 名) 
希望コースは， A)普通旋盤 3 名(内，生産技術職員 1 名) B)フライス盤 3 名(内，生
産技術職員 1 名) C)CNC 旋盤 2 名  D)穴あけ，ネジ立て基本 3 名  E)測定工具の使い方
3 名 F)レターケース加工 3 名 G)加工相談 1 名であった．  
受講者およびテーマは，下の表に示す．テーマは，4．研修内容の記号で示す． 
 
計画表 9 月 12 日  9 月 13 日 9 月 14 日 9 月 15 日 9 月 16 日  9 月 22 日   
21 日 22 日   
 G(加工相
談)  




 久田 久田 久田 担当 久田 勝河 久田 
 辻下 辻下 辻下 
 勝河 勝河 勝河 
 受講者 1 電気職員 情報職員 電気職員 化学職員 電気職員 機械職員
 受講者 2 環境職員 電気職員 環境職員  環境職員 電気職員
 













































写真 1．旋盤作業           写真 2．旋盤作業 
 
写真 3．フライス盤作業         写真 4．コンターマシン作業 
 
写真 5．らくミル操作作業        写真 6．計測(マイクロメータ) 
 















今回の研修会は，技術職員 7 名(内，生産技術職員 2 名)の参加を受け入れて行った． 
新しく取り入れた内容は，旋盤・フライス盤加工で技能検定受験を視野に入れた検
定課題の加工をすることで工程・段取りを理解すると同時に機械操作も覚えて頂いた．
(写真 1,2,3)これらの研修には，生産技術室の職員も参加し本番を想定して時間を気に
しながら加工を行った．これからの課題は制限時間内に加工を終わらせるように手際
よく加工しなければいけない． 
加工を行う際に重要となる寸法測定など，教育・研究で必要な精度を上げるために
使われる多様な測定工具の使い方を実際に品物の測定をして学んで頂いた．(写真 6,7) 
レターケース加工では，CAD/CAM を使い文字彫りの素となるデータの作成を行い，
らくミルに品物を取り付け機械操作もして頂いた．同時に溶接の工程を合わせて最終
的に実用可能な品物を作ることができた(写真 5,9,10) 
加工したレターケースは，研修会の記念にと喜んで持ち帰って頂いた． 
今回の研修会は，研修会の日程を教職員の都合の良い日に合わせて行いました．来
年度も同様にして自由の利く研修会にしたいと思います．これまでに参加された方も
都合がつくのであればぜひ，参加してほしいと思っています． 
今年度より技能検定の取得を目標とした内容を入れました．まずは生産技術室の職
員から取得していこうと意気込み，準備を進めています．来年度からも研修内容に入
れて行こうと考えています．興味のある方は挑戦してもらいたいと思います．研修期
間でなくても，自分自身で加工してみたいという方はいつでも来ていただきたいと思
います．生産技術室職員一同お待ちしています． 
また教職員がものづくりの実務に対応できるような技術の取得や作業の効率化がで
きるように日々技術の向上に努めていきます． 
第 6 回生産技術室技術研修会は，教職員及び事務部のご協力によりお陰様で，無事
終了する事が出来た事を感謝します． 
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